
榔
畿
調
灘
糊

∬
購
蠣
撫
鴫
韻
圏
槻
朧
瀾
催
盟

慧
麟

　
聖
昭
つ
秋
態
④
状
青
究
類
体
⑩

㈱
撒

認
灘
鋤
゜
熱
　
躍

評
職
上
磐
武
緋
脚

　
　

@
　@
　

　
　
　
　
　
　
　
　
㏄
　
f
㎝
腰
曲
　
察
凋
人
除
あ

藍
…
2
璽
…
－
一
・
3
－

B
二
一
二
3

1
9
p
　
［
－
㎜
α
β
一
　
へ
1
3

2
・�
ｱ
7
°
二
2
9 α

£a
3

一
4
皿
7

…

飢
一

黷
P
1

ﾇ
｝
…
3
2
蕊

2
2

p
い
1
7
一
1
0
…
｝
3
0
玩

2
3

p
｝
2
1
廊
…
皿
4
6
掘

2
4

黶
p
3
0
隔
｝
一
5
3
廓

2
5
c

一
3
0
爺
一
…
7
1
漉

2
6

c
　
｝
2
1
痂
［
一
3
5
｝
9

2
7

c
…
1
6
蕊
一
一
2
9
環

2
8

鼈
黷
U
蕊
【
…
1
3
蕊

2
・

O
　
二
7
論

3
0ﾆ
皿
4
薦
一
一
2
8
…
η

都坦

・
平

鮒数

一
蔀
…
9
0
．

．
％
簡
麺

墨
石
憂
％

　
　
@
　@
　@
　r
欝
慧
魏
鞭
露
輔
撚
輔
灘
灘
熱
脳
舗
灘



か
に
で
月
の
な
い
　
争
§
は
婦
部
れ
　

部
地
よ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
冷
別
も
　

勘
あ
え
　

る
る
　

の
倒
に

脚
鞠
脳
輌
蹴
騨
魚
徽
ゆ
祉
妹
醐
継
燗
鞭
邸
η
　
　
　
　
、
　
　
　
砧
瞬
赫
脳
都
卿
拷
継
舳
頒
灘
妙

祉
噸
搬
鞭
駕
課
働
鵬
勒
蝦
厳
秘
酵
㈲
雛
碍
騨

齢
麟
骸
燗
ゆ
劫
脚
曜
翻
欄
鞭
麟
ゆ
数
鰍
鮪
働

均
＃
く
が
る
婿
閑
。
令
人
の
闘
差
の
　
（
す
来
者

平
“
如
い
よ
，
農
う
年
軍
戦
旺
．
著
少
　

は
示
発
働

別
助
の
多
に
し
に
ょ
の
征
大
」
的
年
　
令
に
経
蛍

醐
研
壊
胆
麟
嬢
渤
潔
欄
燗
款
ゆ
鮪
知
繕
姻
醐
瑚

灘
鷺
禦
潔
夫
鷲
謙
駅
初
赫
祉

の
β
：
は
等
雪
の
事
て
・
勲
が
部
り
桐
脇
　
惣
＝
二
＝

胡
碑
侭
脚
蘇
励
蠣
壊
翅
肌
瞬
嚇
圃
職
棚
馬
魏

和
α
ど
L
’
は
…
数
の
ぶ

昭
の
れ
ー
の
日
的
ら

れ
η
財
玲
劉
蘇
鋤
舷

　
ら
多
は
に
行
お
時

丑
一
1
5
…
肥
｝
竺
㎜

…
π
…
ヱ
万
蕊

L
皿
醒
ー
以
4
粗
曹

甲

ー
揮
V
一
”
t
丑
　
一

1
一
、
工
㎝

．
　
。
7
一
｝
」
　
m

　
3
1
　
0

｛
　
門
　
　
　
　
　
　
　
3
墨
　
2
［
L

”

｛

　
3
5
　
3

同
　
n
蒲

1

冨
卵
　
「

　
…
E

・
6
．
α
ρ
一
｝
1
　
1
一

皿
　
蓄
虹
三

　
　
3
鎚
w
　
｝
　
　
…
2
　
1
一

V
　
1
4
…
舗
　
　
｝
　
　
騨

M
　
五
ユ

　
隠
昌
．
町

6
1
鳶
0
」
－
一

趾

9
1
2
一
1
｝

馴
玉
i
担
乎

％
一

…

ド
ヨ

肩
墨

4

　
居
さ
時
く
か
　
期

　
て
同
に
お
る
　
閑

　
れ
注
』
に
あ
゜
農

　
さ
が
ま
く
で
い
て

　
と
と
い
と
と
ま
け

　
婚
こ
な
で
こ
え
さ

　
早
い
が
部
の
云
を

　
来
多
手
聞
例
は
期

　
由
り
相
山
数
と
繁

　
は
よ
の
い
少
い
農
゜

　
部
部
婚
な
が
多
，
る

　
間
坦
結
少
る
が
く
れ

　
山
平
で
の
れ
婚
如
ら

　
く
が
響
流
ら
晩
の
み

　
如
婚
影
交
え
で
表
に

　
る
結
の
の
考
部
2
部

　
れ
の
争
人
も
閲
第
聞
表

　
ら
上
戦
め
と
由
は
山
2

鋤
留
物
繊
旭
栄
徹
櫛
解
第

⑫
表
3
0
こ
れ
立
で
の
傾

一
　
の
に
。
流
同
れ
婚
う

8
此
の
る
が
が
こ
結
い

ー
　
る
れ
代
れ
ら
　
と

1
2

齢α9蕊

1
1

1
0

98

［
2
1

至
冨
蕊

．
4
一
3
…

　
へ
　

1
3
p
翫

　
一
　
ー

一
3

c
2
�
R
｝
・
9

二
亙
・
＝
・
而

・
二
3
｝
2
三
6
鷺

土
，
一
里
．
7
｝
万
踊

三
耳
薔
〔
…
9
9
繭

3
［
｝
2
3
冨
｝
π
痂

2

二
丑
7

三
…
・
…
・

部
坦
．
平

4
2

ユ

数

じ
　
　
　
　
…
3
0
石

　
部
％
間
　
石

2

1
5
o
4
。

5
2

ヨ

数実

「
9
6
’

褒
3
第

ラ
年
え
数

　
　
く
【

｝
4
…
ゐ
…

了
…
3
、

馳
5
。

3
8
0
2

…
8
9

互数実0
4
4

嘗
∴
令

％

…
年

癒
㎝
初㎜表4第

才
1
9

才
1
8

才1
7

び
7
0％

1
％9
3

％舗
％

部

叢　一
2

才
房
1
5
S
0一

才1
4 ％

㏄
1

％．
錦3％卯

2

こ
一
あ
い
　
い
多
も
　
か
不
　
前
分
医

る
い
で
少
　
と
が
る
　
る
が
　
て
宅
は

居
近
の
の
　
閥
、
の
居
　
あ
割
　

い
自
域

て
黛
い
度
　
週
も
て
　
で
2
　
つ
も
娚

れ
ほ
遅
透
　
　
1
え
し
　
　
順
体
，
　
に
れ
産

［
遅
に
り
滲
　
く
い
示
　
不
大
　
婦
何
助

再
囎
綜
伽
酵
殴
勲
勧
屈
舗
姻
齢

　
％
…

厩
．「
1

聯
霧

才12分区

0
一部r

坦平
醒
7
。

偲

　蔀間山

は
国
そ
交
　
日
6
様
　
あ
差
　
，
の
助

一部
全
の
が
　
4
削
の
　
で
著
　
て
表
介

一
…
閻
は
地
い
　

幽
5
帯
　
調
で
　
し
6
の

茄
鞭
賑
肱
聾
即
祉
馳
醐
幽
渇
肌
鵬
郷

｝
方
適
臨
足
ろ
数
み
寒
　
来
平
得
は
る
平

覗
評
撫
脈
爲
翻
鵬
渦
磯
灘
勲
柵
酎
鴻

一
こ
が
経
す
の
持
国
こ
゜
経
間
結
初
調
い

…
で
る
月
と
も
経
全
，
る
月
肉
う
に
を
多

一
月
れ
の
異
る
月
。
が
れ
又
，
い
次
所
に

…
ヶ
さ
地
に
よ
　
い
る
ら
　
と
と
　
場
的

｝
　
　
　
　
噛

｝…
　
直
F
ゐ
r

　
ま
　
ぱ

　
過
由

　
平
ム

…
綜
線

一
　
碧
皇コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

㎝

㎝
　
・
　
　
　
・
　
　
　
＼
媛
亀

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ

｝
　
　
　
　
　
　
’
！

一
　
　
　
　
　
　
ノ
・
！

　
　
　
　
　
∬
∬
ノ
～
1
　
！
’

　
　
　
　
　
　
　
－
’
r’

瞥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

r
払

耳
倣

％
置
紡
鱒
5
5
3
0
賃
必
σ
雌
ρ
榊 1

9
1
3

η
硲1

8杵
舎3
喜

’
憩

1
2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
結
も
　
中
回

数
画

続持の経
月

表
ら

第
日

7
日

6
日

5
日

4
日

3
日

2
日

1
分

区

酊
7
。

㎝
1％遣

3
％

㎝
2％卵

2
％

舗
2％熔

0部坦平

9
6鱒

1
％蘭螂凪

％鴨
2％器

3
％°a

ρ0部
間一

山

所場娩分及者助
介

娩分表
　

第

院産病宅
自

％2
ρ

％a
ρ

9

弩
婦
師

産
＋助
医
師医

婦産助員
人
娩分分

区

％

脇
％

爲
％

α
2
9

励
部坦

」
平
F

％

躍
％鴇
9

％

珊
1

％

“
％

P
％

邪
8

脚
部
間山

表
ア

第

吸
肚

1
1
0

鰯

÷
三
1
2

76

27

÷列3

⊥

擁
隔
謡
野
繍
灘

1376

÷鉱
7

　
…三
n

÷

1
6

⊥
畿
．
齢
畿

つ
勘
影
ぺ
か
，
流

膵
継
駅
宵
肱
厩
及

血
坦
大
圧
よ
然
　
亡

　
平
が
血
に
　
　
死

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
児

応
反

癒
，
梅蒲血表

　第

の
脇兆研

G
う㈲

↓
（

分区

％α
2

砺函
へ

％”
9

部坦平
％

盤
9部

間一
山

衰
　第

戸
回
，
4

0

0

”
回
3

α
B

σ
5

’
回
，
2

Q
β

2

誓
、
1

砿

軌

　
「
ノ
人
乳
，
1

風

”
入
4
2

a

’
人
β
，
　
　
　
　
0
3

1
。

’
人
0
，
4

0

ー
人
0
’
5

㎎

虻
A
β
…
o
彫
6
｝
」

分
区

部
坦
平

…
部
踊

一 圧
血

高
最表1

0
第

0
下
1
0
以

乞

翫

9
　
　
0
（
U
～
∩
U
－
　
　
　
¶
⊥

a
コ
ー
軌
1

9
　
　
0
¶
⊥
～
］
－
　
　
　
L

τ
1
1
L
2

9
　
　
0
9
μ
～
9
一
1
　
　
　
1

翫
2

6
。
3

9
　
　
0
一
　
゜
1
3
～
1
3
「
1
4
　
門

a
1

n
り
　
　
　
0
4
～
4
1
　
　
　
噌
⊥

a
＆

Q
μ
　
　
0
5
～
r
D
1
　
　
　
4
⊥

a
4
．

9
　
　
0
6
～
β
U
　
1

β
1

洛
0

聖
塑
α
β

つ
ー

　
0
8
～
8
1
　
　
　
1

0

2
0

（
ソ
　
　
O
Q
ゾ
～
Q
げ
1
　
　
　
1

0

0

0
上
2
0
以

0

2
0

分
区

曾
祁
3
坦
，
平

部
闘
山

菊蕗
月
　
　
艦

力
5

　
m
（

α
…
λ

　
「
五

亜
ヲ
蹴
澱
騰
陥
卵
欝
灘
脚

　
　
　
反
の
蒙
　
績
つ
及
認
科
に
し
た
と

　
も
．
啓
　
成
に
部
を
歯
の
な
つ
る
，

π
満
“
馬
α
噛
鴨
噛
蹴
伽
瀞
融
謝
囎

齋
聞
で
の
診
藁
部
が
行
山
歯
が
歯

璽
匡
女
と
ー
　
の
症
懲
騰
璽
麟

4

6

3

状
症
気
脚
瓢
諏
助
含
歓
（

1
4

1
3

％

0

α
β

α
3

白
螢
中
尿

柵
（

㌦
1

2
「

り
（

㌦5
5

甲
　
3

臓
㌦

　
…
－
　
　
…
　
－
　
…

1

腫
浮

D
e

％
　
一
－
一
2
，
　
「

1

台
（

÷
　
｝

1
0

分
区

�
y
の
の
初
そ
最

　
「
㈱
嘉
麟
鍮
区
婦
で
婦
　
駆
嚥
　
　
一
上
　
同
以

1
1
～
卵
（
期
繁
農
’

　
一
）
　
）
月
．
月
　
4
　
．
　
岬
　
期
　
（
　
期
　
閑
　
巴
農

　
入五捨四

％（



　
筆
奮
林
せ
　
導
一
松
栞
，

茄
肋
跡
鮒
儲
③
α
御

　
る
望
部
’
の
献
そ
　
　
　
敵
　
゜

　
あ
ば
一
も
　
と
5
0
0
口
学

　
が
れ
の
の
　

生
3
2
1
人
生

q
の
な
文
後
交
衛
録
号
：
衛

　
も
と
論
の
　
性
目
6
所
衆

萄
本
暖
膿
蜷
蹴
訟

　
る
．
の
記
表
　
林
会
化
題
歴

　
み
料
追
発
　
小
学
丈
問
古

　
は
資
　
で
　
①
婦
撚
口
⑦

如
わ
の
　

支
婦
と
つ
」
　
　
善

の
行
表
　
が
雄
こ
よ
れ
　
　

改

表
が
と
　
考
，
る
に
ら
゜
．
　
の

1
1

ﾖ
る
　
う
ら
す
診
め
う
　
態

第
啓
な
゜
云
か
在
検
深
ろ
　

状

は
次
に
る
と
い
存
婦
が
あ
の

と
漸
様
あ
る
な
が
妊
解
で
　
婦

こ
し
る
で
あ
し
兆
も
理
る
　
妊

る
施
す
の
で
診
の
か
る
れ
、
　
，

あ
実
化
も
的
受
病
し
す
ら
　
し

く
し
濃
る
理
と
疾
，
対
せ
　

透

多
返
活
み
生
い
な
れ
に
．
善
　
」
滲

ど
繰
が
を
は
な
大
さ
婦
改
　
次

ほ
で
動
減
．
娩
わ
重
見
妊
次
　
漸

く
区
活
漸
分
伴
も
発
と
漸
び
が

驚
地
の
の
来
、
が
と
て
蒙
も
　

生

，
一
婦
症
従
痛
く
．
つ
瞥
態
　
衛

は
同
塵
毒
，
苦
な
よ
の
状
結
子

で
め
申
ま
が
こ
衆
生
縁

…

　
　


